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　前回 の 拙稿
1
に引き続き，環イ ン ド洋経 済圏 の 形成 に つ い て 論 じ る．特 に，本稿 で は 環イ ン ド洋

地域の 域内分業 の 可能性につ い て考える．よ り具体的に は ， 環イ ン ド洋各国 の 商品別 輸出構成や特

化係数等 の データか ら域内諸 国 貿 易構造 の 特徴 ならびに国際経済社会に お け る位置づ け に つ い て 検

討 し，最終的 に は 環イ ン ド洋地域経済圏形成に お け る各国，各地域の 役割 に つ い て 言及す る．ま た ，

貿易構造 に 関 して は，特 に そ の 要 因 と して 「環イ ン ド洋地域協力連合」 （工OR −ARC ）
2
諸国の 要素賦

存とそ の意味 に つ い て 考 える，
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は じめに

　前回拙稿の 分析で は ，環イ ン ド洋地域経済圏 の 形成

とそ の 意義に つ い て ，主と して 同地域経済の 歴史的な

位置づ けと近年にお ける域内経済交流の 活発化やそ の

背景 に つ い て 論 じた ．そ こ で は 1990年代 以 降，東西冷

戦の 終結や全世界的 なグ ロ
ーバ リゼー

シ ョ ン の 隆盛，

そ し て それ らが もた らす 「大競争の 時代」 とい っ た国

際経済環境の 劇的な変化が環イ ン ド洋地城経済にどの

ような影響を与えつ つ あ る か を中心 に み た．また 1997

年 ，正 式 に 発 足 したイ ン ド洋地域は じめ て の 地域大経

済協力機構 で ある 「環イ ン ド洋地域協力連合」（10R −

ARC ）発足とそ の 経緯に っ い て ，今後の 課題等も踏ま

え て言及 した．そ の 結論を簡単にま とめるならば，以

下 の よ うに な る．

　すなわち，ig90年代以降の 世界的なグ ロ
ーバ リズ ム

の 潮流 は，環 イ ン ド洋 域内，特 に ア ジア 対 ア フ リカ 間

の経済交流 の 拡大 とい う形 で 同地域 へ も確実 に 影響 を

与 え る と 同 時 に ，地域交流 フ レ ーム ワ
ー

ク ど し て の

10R− ARC の 発足を促 した 最大の 要因で あ っ た．

　しか し なが ら，10R −ARC の 発足 と時を同 じ く して

起 こ っ た東 ア ジ ア経済危機は，近年 に お け る域内経済

交流減速化 の 要因 と して作用 し，10R −ARC は 必ず し

も十全 に そ の 目的 を果た しつ つ あるとはい えな い ．た

だ こ の こ との 背景 に は，ア ジ ア 通貨危機な ど近年 に お

ける地域経済事情に加 え，IOR−ARC や同地域経 済社

会そ の もの が こ れま で 抱 え て きた様々 な問題 も影響し

て い る．類似 した 産業 ・輸出構造をもつ がゆえに 貿易

自由化 を は じめ とす る 経済利害の 調整がネ ッ ク と なっ

て い る こ とは言 うまでもな い が，そ れ 以上 に 歴史的な

域 内構成 国間 の 政治的対 立や 安全保障上 の 問題 は，

IOR −ARC メ ン バ ー
シ ッ プ 問題 に絡ん で 同地域経済の

各国協調関係を 阻害す る最大 の 要因 とな っ て きて い る．

　こ うした現在および将来にわた る環イ ン ド洋地域の

政治的，経済的利害対立を円滑に 調整す る ためには，

域内構成国 の 積極的な協調や努力 の ほ か に，我 が 国
3

をは じめ とす る先進諸国の 理 解と協力が不可欠 で ある．
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ただ
， そ れ は こ れ ま で 同 地 域が経済構造 上 の 特徴 と し

て有 して きた 先進地域へ の 依存と は ま た 別 な意味 に お

い て行なわれ る こ とに なろ う．なぜな ら， より厳 し さ

を増す国際経済環境 か ら して ，今後 と も同地域経済が

国 際分業 上 こ れ ま で と 同 様，先進地域 の 生産基地 と し

て だけの 役割 に甘ん じ るとは到底 考え られな い か ら で

あ る．そ の 意味 で，様 々 な 地域的 問題 が存在す る に せ

よ，東南 ア ジ ア をは じめとする地域各国が外資導入や

自由化 に よ っ て こ れ ま で 醸成 して きた 生産力や技術を

背景に，南南協力や同貿易を拡大す る 可能性や意義 は

十分 に あ り，そ の
…

端 と し て 環 イ ン ド洋地域 内交流の

高 ま りやそ の 意義を考え る 必要性 は依然少な くな い と

い える．

　以上 の よ うな前回 の 分析 を受け て本稿 で は，次節以

降，国際分業論的な視点 か ら，主と し て商品貿易 に 関

す るデ ータ を 使 い ，環 イ ン ド洋域内各国 の 貿易構造 上

の 特徴を検討し た うえで ，域内分業体制構築 の 今後 と

そ の 可能性 に つ い て 検討する．

1　 環イ ン ド洋関係諸国 と商品輸出構造

図 1 は，環 イ ン ド洋地域全図 と 1997年に 正 式 に 発 足

し た iOR − ARC 関係諸 国を示 し た もの で あ る．周知 の

よ うに イ ン ド洋は 世界で 3 番目 に 大 き な海域で あ る．

ペ ル シ ャ 湾や紅海な どの 小洋
4
を含め 36 の 独 立 国 と2

つ の海外属領
5
が こ の 海域に 属 し て い る，図中の 下線

を付 し た国が，現時点 に お け る IOR−ARC 加盟 19力 国

で ある．それ以外 の 国は，正 式に加盟 申請を表明 した

国 （パ キ ス タ ン ，仏領 レ ユ ニ オ ン ） と実際上 ，これ ま

で 10R−ARC 協議 に参加 して きた国 （エ ジ プ ト，ク ウ

ェ
ート，サ ウジア ラ ビ ア 〉で ある．こ れ ら全 23力国 1

地域 は ， そ の 実現性
e
を別 にすれ ば，将来 に お け る 環

イ ン ド洋経済圏 の 仮想構成国ない し は 協調国 と考え ら

れ る．以下 で は，こ れ ら 10R − ARC 関係諸国 を中心 に

そ の 貿易構造 を検討す るこ とに よっ て，将来にわたる

域内分業の 可能性に つ い て 検討 して い く．

　表 1 は，環イ ン ド洋諸国の 商品輸 出
7
に つ い て 1990

年 お よ び 2000年 の 総輸出額 な らび に 各商品 グ ル
ープ

別
8
の 輸出構成比 に つ い て み たもの で あ る ，また 当該

国 の 輸出商品構成 の 特徴 を明 らか に す る た め に，同表

最下段 に 示 した世界商品輸出構成比 に 対す る 大きさを

「対世界比 」
9
と して 示 し た．以下，順次各国 の 輸出構

造に つ い て 見 て い こ う．

（資料 ）筆者 作成 図 1　 環イ ン ド洋地域協力連合 （10R−ARC） 関係諸国
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環 イ ン ド洋 地域経済圏の 形成 とそ の 意義に つ い て   　
一域内各国の 貿 易構造の 検討 を中心 に

一

表 1，環イ ン ド洋諸国 1）の 商品輸出構成 2）と対世界比3）

品 出総額 原材 斗 燃 石 ・金 品

万   比 ％ 薄 琶β 1亡　　　成 比 ％　　瑚置昇此 比 ％ 刃 崖堺 此 比96 寿置丿ヌ此 成比％ 対だ 界館

19902000 　 　199020002 卿 19902000 　20ρ01ggo20002 ω o199020002 α1ρ 199020002000

シ ンカ ’ ・
一

ル 4） 52，752137 ．875520330oo1810 ’32 辱 o．372861 ．1
マ レーシァ 29，41698 ．23ア 126 α91437 ．518101 ．321o ．354801 ，0
サ ウジア ラビア 4441784060 　　 11o ．’ 00 αo9292 〃 ．500o ．o フ 7 α’

タイ 23ρ7069 ．057　　29142 ．0531 ．513o ，411 σ36376 ’．o
オ
ー

ス トラリア 39．75263 ，86920213 ．o106 訊0182228161757162904
イン ドネシァ 25、67562 ，1241 塗 9 ’．3542044253 ．’ 45 ’．73557 α7

イン ド 1797542295 　 　 16142 ．ρ 41o ．530 αo520771791 ．0
イス ラエ ル 12．08031 ，33883o ．431 α511 α121 α387941 ．2
イラン 16，87030 ．017 ． 3o ．4 ． oo ．o ． 89 〃．’ ． 1 α3 、 701

アフリカ5） 23154929 ，983　　 8913431 ．57101 ．3B1137225407
クウェ

ー
ト 704219544 　 　 10o ．o0o α093799 ．9D00 ．062003

オマーン 5，50811 ．328　 　 14o ，600 ρ．o92831 α4110 ，35 穿2 α2

ハ キスタン 5，5899 ，173　 　 911 ’．6103 ’．511o ．’ oo0 ，0 フ985 ’．1
　　　　一　　　　　、
ハ ン 　フ ア ソ ユ 1，67161500147 ’．o721 ，0100 ．000o ．o フ791 ’．2
ス リランカ 19835 、134　　34213 ．o521 ．o1oo ，o20 α054751 ，0
エ ジ　ト 2，5854 ，689　　1091 ．31084 ．029374 ．694 ’．34237 α5
イエ メン 6924 ，2GO755 α7 雪o1 σ5893 〃 ，6 ア 0o ．o11 αo

ヨル 　ン
』
1．0641 ，8971116z3o00 ，00oo ．o38155 ．o5169 α9

ス
ー

　 ン 3741807 　 　 61679 ．63B27 ’3．50oo ．oo00 ．013 αo

ケ ニ ア 1、031L734 　　4959 侃4694513B ’．o33 ’．o2921 α3

モ ー
リシャス 1，1941 ，49332182 ，611o ，510 αo0oo ．o6681 ’．θ

ミャンマ ー5） 3251 ，39151515 ’ 3636 ’2，000o ．o22 α 51010 α1

タン　ニ ア 415．　　 663． 70 ’o．o ． 13 β．5 ．L oo ．o ．． 10 ．3 ． 15 α2

エ チオ　ア 298． 7110 ．’． 1995 」L 00 ．01 「 1o ．3 ． 1001

マ　 カス カル 3192607336 盈 ’ 463 ．o12o ．3841 ．3145006
モ 　 ン　

ー
ク 業26235 ． 52z ．4F 115 ．5 ．「 253 ．’ F 20 ．7 ．P 10o ，1

世界計 3432 フ036355 ，992107 ’．o32 ’．o88 ∫，o431 ．o747B ’．o

（注）1）本来の イン ド洋諸国35力 国か らバーレーン ，コ モ ロ ，ジ ブチ、イ ラ ク，モ ル ディ ヴ，ソ マ リア1 セ イ シ ェ ル ，エ リ ト リア ，カ タ

　 　 　
ー

ル を除 く26力国．

　　2）構成比は ，分類 されて い な い 取 引 の た め に 合計は 必ず しも100％ に な ら ない 、

　　3）こ こ で い う 「対 世 界 比 」 とは，当該商品部 類の 世界構成比 に 対す る当該国 構成比の 比串で ある．詳 しくは本文脚注 X を見よ．

　 　4） 「再 輸出 」 を含む，

　　5）1990年の データ は 「南部 ア フ リ カ関税同 盟」 （SACU： 南ア フ リカ，ボ ツ ワナ ，レソ ト，ス ワ ジラ ン ド．ナ ミ ビア ） の 数値で あ る、

　　 （資料 ）参考文献 （6）の データよ り筆者作成

　表 1 から，環イ ン ド洋諸国中最大の 商品輸出国は シ

ン ガポー
ル で あ る．2000年 にお けるそ の 総輸出額 は

1378 億7500 万   で ，こ れ に 次 ぐ マ レ ーシ ア を含 め，

や は り東南ア ジア諸国が同地域貿易 の 中心 で あるこ と

が わ か る．また商品構成 上
，

「製品」輸出 が こ れ ら両 国

とも8割 を超 えて お り，先進国を含む世界平均 （対世

界 比 1．O）水準 を満た して い る．こ の こ とは東南ア ジア

経済が製品輸出加 工 を中心 と した経済発展 を遂げ て き

た こ との 反映 で あ る．た だ，シ ン ガ ポー
ル ，マ レ ー

シ

ア ともに そ の 商品輸出 に は 「再輸出 」 を多分 に含ん で

い る こ とに 注意す る必 要があ る
10
．

　 しか しなが ら，これ ら 2 力国にお い て ，そ の 「製品 」

輸出 よりも対世界輸出構造上，比較的突出 した輸出商

品 と し て 「燃料」 （両国とも対世界 比 1．3）をあげ る こ

とが で きる，こ れ は シ ン ガポ
ー

ル ，マ レーシ ア とも に

石 油精製業が そ の 中心 に あ る た め だ が ，後 に 見る よ う

に ，マ レ
ー

シ ア の 場合に は これ に 原 油も含まれ て お り，

表 1 で は 「農業原材料 」 （同 1，5）に 分類 さ れ る パ ーム

油な ど植物 性 油 脂 の 輸出も盛 ん で あ る，い ずれ に せ よ，

同様に環イ ン ド洋 に 属す るタイ，イ ン ドネシ ア を含め ，

同表 か ら，東南ア ジア諸国が輸出総額，「製品」 輸出 と

もに 1990年代に 急速 に 伸長 させ て き て い

’
る こ とが う

か が え る．

　 「製品 」輸出の 対世界平均を超 え る 大 き さ と い う点

で は ，環イ ン ド洋諸国先進国の
一

つ で あ る イ ス ラエ ル

（対世界 比 1．2）や イ ン ド （同 1．0），パ キ ス タ ン （同

L1 ），バ ン グ ラデ シ ュ （同 1．2），ス リラ ン カ （同 1．0）

とい っ た南ア ジ ア 諸国，そ して モ
ー

リシ ャ ス （LO ）を

あげる こ とが で きる．ただイ ス ラエ ル を除くとこれ ら

南ア ジ ア 諸国 の 「製品」 輸出 は，上 述 した シ ン ガ ポー

ル ，マ レ
ーシ ア とは異な り，繊維 ・衣類な ど労働集約

的 な 軽 工業 品が 主 で あ る．図 211は，こ れ ら表 1で 「製

品」輸出構 成比 の 対世界比 が 1．0を上回 っ た国につ い て，

国内製造業付加価値 シ ェ ア を製品 別 に み た もの で ある．

こ れ を見 て 明 らか なよ うに ，
「機械 お よ び 輸送用 機 器」

の 生産 を中心 とする シ ン ガ ポール ，マ レ
ー

シ ア に 対 し
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図 2 ．　 環イ ン ド洋主要国製品別生産構成比

て ，パ キ ス タ ン ，バ ン グ ラデ シ ュ
，

ス リラ ン カ ，
モ
ー

リシ ャ ス は 「食料 ・飲料 ・たば こ 」 な ど，
一

次産 品加

工 品 や 「繊維 ・衣 類 」 な ど労働集約的製品の 生 産 を中

心 とし て い る こ とがわ か る．

　表 1 中の 上記以外の 地域と して は，サ ウジ ア ラビ ア

をは じめ とす る中東地域諸国の 「燃料」輸出が特徴的

で ある ．世界で も有数の 産油地帯 で あ る こ とを反映 し

て ，
こ れ らの 対世界比 ｝」軒 並み 10を超え る．東南ア ジ

ア産油国で あるイ ン ドネ シ ア （天然ガ ス ・石 油）やオ

ース トラ リア （石炭）も中東地域ほ どではない にせ よ，

か な りの 「燃料 」輸出を行なっ て い る こ とがわか る （オ

ース トラ リア 対世界 比 2，8，イ ン ドネ シ ア 同3．1），一方 ，

ア フ リカ （北 ア フ リカを除 くサブサハ ラ ・ア フ リ カ）

地域 で は，南ア フ リカ を除 き ，
ほ とん どの 国が 「食料」

と 「農業原材料」 とい っ た
一

次産品を中心 と した輸出

構造で あ り，東南 ・南ア ジ ア 諸国 の 「製 品」 輸 出中心

の 輸出構造 とは対照的 で あ る．こ うし た 「製品」輸出 の

伸び 悩み こ そ，ア フ リカ貿易上 の 大 き な 問 題 で あ り
IZ
，

開発 の 阻害要因の
一

つ と考えられてい る．

2 ，環イ ン ド洋地域の貿易構造と特化係数

　前節 で の 分析をさらに進 め る ため，輸入 面 も含め た

各 国 の 商 品貿易に つ い て検討 して 行 こ う．表 2 は
，

「標

準国際貿易商品分類」 （SITC） 1桁 （大分類）水準で

の ，環 イ ン ド洋主要国 の 商品別輸出入額 と特化係数
13

に っ い て 見たもの で あ る．表 1 とは異な り ， 輸入 面 も

示 され て い る点で ，当該国の 貿易構造上 の 特微を考え

るうえで は こ ちらの 方が適 当であ る．なお 表 中，金額

が 「0」 で 示 され た 項目は，当該貿易 が な い の で は な

く，金額 が 100万 ドル に満たない こ とを 意味 して い る．

以下，特化係数に着 目しなが ら，各国め貿易構造 につ

い て 見て い こ う．

　各国 の 貿易構造を輸入面 もい れた表 2 で み る と， 表

1 の 様相は か な り異な る こ とがわ か る．例え ば，表 1

で も輸出構造上 「製品」輸出を中心 と して い た シ ン ガ

ポー
ル の 貿易は，表 2 に お い て も 「機械類 ・輸送用機

器」 の 輸出と して現れ て い る，ただ シ ン ガポー
ル は都

市国家であり，そ の 国 として の 規模は他 国に比べ きわ

め て 小 さい ．結果，国内 に一つ の 製 品 生 産 に 必 要な 産

業 の 多 くを立地 させ る こ とは不可能 で あ り，自ず と部

品 そ の 他 の 生 産財や資本財を輸入 に 頼 らざるを得 えな

い ，結果 と して，上述 したよ うに組立加 工 型 の 「製品」

輸出が その 中心 とな り，産業内貿易型 の 構造が必然的

に そ の 特徴とな る。こ の こ とは シ ン ガポー
ル の 「機械

類 ・輸送用機器」 貿易 の 特化係数 が そ の 輸出規模 に 比

べ 0．09 ときわめ て 小 さい こ とに も表れ て い る．
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環 イ ン ド洋 地 域 経 済 圏 の 形 成 とそ の 意義 に つ い 頑 2｝
一
域内 各国 の 貿易構造 の 検討 を中 心 に

一

表 2 ．環イ ン ド洋主要国商品分類別輸出入額と特化係数

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔単位 ； IOO万 米   ．た だ し 「0」 は 100 万   未満）

SITO 国 シ ン ガポ
ー

ノレ且 マ レ
ーシ ア 1 サ ウジ ア ラ ビ ア 3 タイ 2

品　
ノ
　 麹 ll 入 特 匕 、 1出　　　 1人 特 匕 、 亅L 入 特 匕係 出　 　　 入　 特 匕係

10990101730 ．047330 　　577970 ．125651277650 ．3582e3 　 6246　 　
−0．03

0 料品 18002702 一〇．201584 　 　 2681 一〇．263584302 一
〇．8510390 　 　2443　 　 0，62

1L
』
　 た 1 こ　， 160113820 ．07237 　　　 1530 ．22 0188 一1．0210 　 　　209　 　 0．00

2 非　品原 オ
噛

： lO508190 ．1223631462o ．24 η 7567 一〇．52612 　 2．675　 −0．Ol
3 鉱 物性 燃 苓 B23281990 ．OO451718280 ．4250051 01 ．0013 フ4　 　5839 　 　 −0．62
4 動植物 性湘脂 294314 一〇．0354682670 ．91 02D5 一1．00 0　　　　 0
5 匕学 　品 696250080 ．OT25124013 一〇．23389525340 ．212442 　　5994　 　

−0．42
6 原料別　 品 50529197 一〇．2961396470 一

〇．0311 ア85607 一D．656919 　 10685 　 　−0．21
7 一

用　　
’ 7295561300o ．0943394363240 ．097099843 一D．8722336 　 29320　　

−0．14
8 雑製 品 906410239 一

〇．06638930850 ，35 02932 一1．009818 　 　3716　 　 0．妬
9 特殊取　晶 289515750 ．307D 青 等514 一〇．37 0 ユ 528 一1．002110 　 　15 可2　 　 0．17

SITC 国 オ ー
ス 　 ラ リア 1 イ ン ド　 シア 1 ン ド2 イス ラエ ル 且

，　 品　
∠
　 套

1

ヒ 、 出 入 系 1出　 　 　 1入 匕係 1入 特 匕、
」 558096077 一

〇 〇44384273370283479 　 4143 一〇．092330427469 一〇．OB
0 料品 94972299061371826120 ．175439 　　12790 ．628451550 一〇．29
1 料　た｝ こ 726370033258940 ．47298 　 　 　 　 01 ．00 0124 一1．00
2 品 、オ料 105701018082371923490231781 　　 2512 一

〇．17591597 一
〇．01

3 鉱物性 燃
．馳 9481275505594292752055399 　 10078 一〇．91181818 一〇，88

4 動　物 性油脂 2411690171521 0100177 　 　 883 一〇．67 o9 巳 一1，00
5 匕子 　品 20766677 一〇 53208 フ 4030 一

〇 33399 　 　5420 一
〇．23315727010 ．OB

6 ｛料 別
1

品 69238275 一〇〇9883346710 ．3113408 　 　ア 7600 ．27 了97281 フ7 一
〇．01

7 一
用 666727800 一

〇61465599D3 一〇．362779 　 　ア 42ア 一〇．457800943 ア 一〇，09
8 品 20839177 一〇6366047640796406 　 　 14570 ．63275727300 ．01
9 取 壘 フ5462236054802511609 丁 709　 　4604 一〇．7346238 一〇，68

srrc
．
ア フ リカ 24 ク　 エ

ー　 2 オ マ
ー

ン 2 パ キ ス タ ン1
品 　

∠
1入 特 匕係 11 入 匕仁、 1　　　　 入 匕係 1　　　　　 　　　 ヒ ，

F 224830879 一
〇 16141282460267631 　 50260 ．218 尋98　 　9313 一〇，05

0
噛
乙　ロ

　 ロ目 19971220024461126 一〇 92183 　 　 　 581 一〇．51115 　 　 8850 ．12
1

噛こ　 た ｝
7 341197027 o87 一100117 　　　 187 一〇．23 D　 　　 　 O

2 品、、木 零 236397104242108 一〇．4 34　 　 　 108 一〇．53190 　　　 558 一〇．49
3 ｝ 16473543 一〇3713427440995829 　 　 1070962 丁　 　 1495 一〇、96
4 動植物性油 脂 o269 一100 o43 一10D15 　 　 　 31 一〇．35 0　　 985 一1．oo
5 化学　品 20523232 一〇 22203668 一〇5342 　 　 304 一

〇．7 62　　 1875 一
〇．94

6 舮 料別　品 695035070331251659 一〇861 ア6　　　 891 一
〇．674560 　　 892o ，67

7 用 3319104 σ0 一〇 522183180 一〇 87917 　 　 2152 一〇．4090 　　2123 一〇．9
8 雑 　品 10652443 一〇，3949U83 一〇．92210 　 　　 351 一〇．252428 　 　 　 248O ，8
9 品 27055096 一

〇 31 0148 一100108 　　　 315 一〇．49 0　 　　 248 一1．OO

（注 ）1）1998年の デー
タ．

　 2）1997年の データ、

　 3）1996年 のデー
タ．

　 4） 「南 ア フ リ力関税同盟国亅 （SAcu）の デ
ー

タ．

　 （資料 ）参考文 献 （10） の デ
ー

タ よ り筆 者 作 成．

　 こ うした事情は マ レーシ ア の 「機械類 ・輸送用機器 」

貿易 （特化係数0．09）に もあて はまる．た だ 貿易構造

上 ，両国が 大きく異 な る点 は ，マ レーシ ア に は 「動植

物性油脂」 （同0．91＞とい うきわめ て 特 化度 の 高 い 輸

出品 日 が あ り， それ以外に も 「鉱 物性 燃料」 （同 0．42）

や 「雑製品」 （同0．35）な どの輸出品 目 が存在し て い

る点 に あ る．これ らマ レ
ー

シ ア 輸出品 目は，シ ン ガ ポ

ー
ル とは違 い ，商品貿易上同国の 貿易黒字を生み出す

の に 貢献 して い る．こ の よ うに 主要な産業以 外 に それ

な りの 特化度 もっ た産業を持 っ こ とが で きるか 否 か は，

そ の 国の 相対的規模 に 決定的 に 依存 して い る とい え

る
14
．

　表 1 で指摘 した よ うに ，南ア ジア 諸国は 衣類，軽 工

業 品を含む 「雑製品」 に 高い 特化度 をもっ て い る （イ

ン ド特化係数 0，63，パ キ ス タ ン 同0．81）．これ に 加 え

イ ン ドで は 「食 料品 」 （同 0．62），パ キ ス タ ン で は 繊維

製品を含む 「原料別製品 」 （同O．67） がそれぞれ 主要

な輸出品 目 と し て 存在 して い る．こ れ ら の 国は ，マ レ

ー
シ ア や シ ン ガ ポー

ル とは 異な り，原材料や素材 ， そ

し て 労働集約財を輸出 し，「機械類 ・輸送用機器 」など

の 資本集約財や 「鉱物性燃料 」 な ど天然資源を輸入 す

る とい う垂直分業ない しは 産業間貿易型 の 構造 で ある．

ま た 図 2 の国内製品生産構成比 で は 明確 で はなか っ た

タイの 「機械類
・輸送用機器 」 の 産業内貿易も表 2か

ら 明 らか で ある．しか しなが ら，その 特化度は上 記 2

力 国 とは異な りマ イ ナ ス で あ る （同 一〇ユ4），そ の
一

方，米な ど を含む 「食料品」 （同0．62）や衣類な ど労

働集約的な 「雑製品 」 （同 0．45）の 特化度は 高く ， こ

の 意味 で タ イ は 「機械類 ・輸送用機器 」 の 産業内貿易

とい う東南ア ジ ア 的な特徴 と 労働集約財，「食料品」輸
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出とい うイ ン ド的 な 特徴 を 併せ 持 っ た 構造 を 有 して い

る とい え る．

　今ひ とつ の 東南ア ジ ア 構成国 で あ る イ ン ドネ シ ア の

貿易構造は，原油や 天 然ガ ス （f鉱物性燃料 1 （特化係

数 0．55）） な ど固有の 資源貿易 を 中心 と しなが らも，

「特殊取扱品 」 （同○．97）や 「雑製品 」 （同0．79），そ

して 「原料別製品」 （同0．31）な ど先に 見 た イ ン ドや

後に見 る中東お よ び オ ーズ トラ リア それ ぞれ の 特徴を

併せ 持 っ た特化構成 とな っ て い る．こ れ は同国が 2億

人を超 える人 口 を背景 と して 豊富な労働力と豊富な天

然資源を有し て い る がゆ え の 貿易構造 で あ り，人 口 大

国で あ っ て も天 然資源に 乏 し い イ ン ドや天然資源 が あ

っ て も労働 力に希薄な中東 で は同様の 構造をもつ こ と

は む ず か しい とい え る，

　中東地域につい て は，表 1同様，貿易構造上 も 「鉱

物性燃料」 に 高い 特化度 を持 つ 国 が ほ とん どで あ る．

表 2で は，サウジ ア ラ ビア （特化係数 1．00＞，ク ウェ
ー

ト （同 0．99），そ して オ マ
ー

ン （同 0．96） とい っ た中

東諸国す べ て が 「鉱物性燃料 」 貿易につ い て は ほ ぼ完

全特化とい っ て よい ．ただ，そ うした 中で もサ ウジ ア

ラ ビ ア の よ うに ， 特化度 は 低 い なが らも原油産業以外

に も 「化学製品」 （同 0．21）を輸出産業 と して 有 し て

い る国 と，「鉱物性燃料 」以外 は すべ て輸入 品 目 とな っ

て い る ク ウ ェ
ー

トやオ マ
ー

ン とで はやや事情が異な る．

こ うした 違 い も，先述 した よ うに 主 力 産 業以 外 の 産業

も国内 に 立地 させ る こ とが で きるそ の 国 の 規模 に 関係

し て い る とい え よ う
15．

　オース トラ リア と南ア フ リカ の 貿易構造 は ，オース

トラ リア が 鉄鉱 石 な ど 「非食 品原材 料」 （特 化係数

0．82）を中心 に，肉類・小 麦な どの 「食料品」（同 0．61），

石炭をは じめ とす る 「鉱物性燃料 」 （同0．55），そ して

非貨幣用金を含む 「特殊取扱品」 （同 O．54）にそれ ぞ

れ特化 し た構造を持 っ て い る ，こ の こ とは表 1 の 商品

輸出構 成比 の 結論 と ほ ぼ一
致 して い る．こ れ に 対 して ，

南ア フ リカ は，鉄鋼や ダイ ヤ モ ン ドな ど 「原料別製品 」

（同0．33）や 「非食品原材料 亅 （同0．42） に
一

応 の 高

い 特化度 を持ちなが らも，総 じて その 他 の 品 目は輸入

品 目か ，貿易量，特化度 ともに 相対的 に小 さい 品 目ば

か りで ある．ただ，南ア フ リカ が 他 の サブサ ハ ラ ・ア

フ リカ 諸国 と 異 な る 点 は，「食料 品 」（同 0，24）か ら 「機

械類 ・輸送用機器 」 （同
一

〇．52） に 至るま で 比較的幅

広 い 貿易品 目 を有 し て い る 点 に ある ．

　前節 で の 商品別輸 出構成比 と合わせ ，環イ ン ド洋地

域諸国 の 貿易構造 に つ い て 以下 の よ うに 結論付け る こ

とが で き る，すなわ ち，シ ン ガ ポー
ル ，マ レ

ー
シ ア と

い っ た 東南ア ジ ア 諸国 で は ，産業内貿易を特徴とす る

加 工 組 立型貿易構造 を有 し，南 ア ジ ア 諸国 で は，一
次

産品 と労働集約財輸出に中心をお い て い る．中東，オ

ース トラ リア で は そ れ ぞ れ 固有 の 天然資源貿易に 高い

特化度 もち，イ ン ドネ シ ア やタイは こ れ ら各地域の 特

徴を そ れ ぞれ 併せ 持 っ た貿易構造を有 して い る とい え

る．で は，具体的 に どの よ うな商品を各国は輸出 し，

輸入 して い る の であろうか ．

3 ．主要輸出品 目と要素賦存

　 こ れ ま で 見 て きた 世界 銀 行 に よ る商品 グル ープ別 分

類 （表 1）も，SITC1 桁 レ ベ ル で の 商品輸出構造 （表

2 ） も国 ご との 全体的な貿易構造 を概観す る上 で ，有

用 で あ っ た ，しか し，
一

国の 比 較優位をもつ 輸出品を

把握す る た め に は こ れ らの 分類 レ ベ ル で は様 々 な種類

の 商品が含ま れ過 ぎて お り，要素集約度な どの 比較優

位構造の 要因 に つ い て は，も う少 し細か な レ ベ ル で の

輸出入 品 目を知る必要 が あ る．表 3 は ，これ まで 取り

上げきた環イ ン ド洋主要国を中心 に ，SITC2 桁 （中分

類） レ ベ ル に該当す る各国 の 主要貿易品目に つ い て ま

とめた もの で ある．

　表 3 か ら，人 口，国 土 両 面 に お け る 狭 小 性 とい う制

約があ っ たために，加 工 組 立 型 の 産業 内貿易 に特徴持

つ シ ン ガ ポー
ル で は，輸 出 入 品 と も に 「機械類 」 が最

大の 貿易品 目とな っ て お り，貿易額全体 の 半分，輸出

額の 6割 （輸出構成比64，20％）以上が同品 目 に よっ て

占められ て い る こ とがわか る．また 「石 油製品 」 （同

7．33％）や 「有機化合物 」 （同 2．18％〉，「プ ラ ス チ ッ

ク 」 （同 1．51％）な どの 化学製 品，「精密機 械 」 （同

2．68％）や 「磁気 テ ープ ・デ ィ ス ク類 」 （同 1、26％）

な どい ずれ も資本集約度の 高い 工業製品 が こ れ に続い

て い る，結果 ，これ らの 製品輸 出をす るために大量の

中間財 ・生 産 財 を輸入 を しな け ばな ら ない 同 国の 置か

れた状況が把握で き る．基本的な状況 は，マ レ
ー

シ ア

も同様 で あ る が
， 先述 した よ うに，同国 に は 「機械類 」

（ft　56．39％）以外に も 「パ ーム 油」（同5．64％）や 「衣

類 」 （同 3，14％），そ し て 「原 油亅 （同 2．83％）・「天然

ガ ス 」 （同 2．09 °

／， ） と い っ た規模的に は そ れ ほ ど大 き

く ない もの の 機械類 とは また種類 の 異な る輸出商品が

存在 して い る．

　 こ れ に 対 して，イ ン ド，パ キ ス タ ン な ど人 口 は稠密

だ が 資源 に乏 しい 国 で は ，そ の 主要な輸出 品 目は 労働

集約的な 「繊維 品 1 （イ ン ド輸出構 成比 15．07％，パ キ
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環 イ ン ド洋 地 域 経 済 圏 の 形 成 とそ の 意義 に っ い て （2） 一
域 内 各 国 の 貿易構 造の検討 を中心 に

一

表 3 ．環イ ン ド洋主要国主要 品目別貿易額 と構成比

（単 位 ： 100万米   ，％）

シ ン 　小一ル D マ レーシ ア 且

出 入
．
」出 1入

品 目 成 比 品 目 金 額　 構 月 比 品 目 比 品 目 偉成比

護
　、 109905100 、00 額 101，7321DO ．00 総 73304100 ．OO 疋

額 57，797100 ．00

機械 類 7055764 、20 機　類 55383 　 54，44 機械類 4133356 ．39機 械 326 【356 ．13
石 1．品 80607 ．33 原 5109L　 5，00 パ ーム

’
4，1355 、64 1，7953 ，n

【密機械 294B2 ．68 甫
’
綴 械 3597 　 3，54 衣 23043 、且4 空 17903jo

．．機化 ロ 物 2，3972 ，18石 　．品 3，LO6　 3．05 原 油 2，0722 ，83 同密 15622 ．70
プ ラ ス チ ッ ク 1659L5 ／ 倥 259L 　 2．55液化 天 いガ ス 15322 ．D9 石 油　 品 13942 ，41
：
一
類 L42 呂 1．30 鉄 1，9971 ．96 木 オ 1344 且．83 船 1116L93

金 （非　幣用） k399L27 金 属．品 1919L89 再
一機械 1158L58 プ ラス チッ ク 106 且 L84

磁　テ
ー　 ・

デ ィ ス ク類 し3821 ．26 丶 1．8L9L79 航 空 11431 ．56 機化 卩 物 1、0101 ．了5
．“造た ば こ 1218L ．ll磁気テ ープ ・

ア ィ ス ク類 17171 ．69 口
一
類 lL3D 監．54 金 属

1
品 10091 ．75

タイ2 オ
ー

ス トラ リア D
1出 亅入 出 入

品 目
．　 　 　 　 比 品 目 金 額 構 コ 比 品 目 比 品 目 f　 比

’、 58，283LOO ．00 月丶
62，咀62 且OO．00 惹　

’
55，809 且00．OO 門噛 601774100 ．00

機械 20642 　 35．42 機 械類 2494539 ．94 石 炭 6　188ll ．09 械． 1876730 ．8B
，コ 42U 　　7．23 原 4，6947 ．5 （夛　　 用 48018 ．60 目 7263lL95

衣類 3722 　 6，39 鉄鋼 36365 ，82 機 44287 ．93原
』 20833 ．43

h 2，100　 3．60 動
．．1

21873 ．50 鉄 鉱石 25054 、49 月

「
「 2，0163 ，陀

繊維 品 2060 　 3．53 金　　 品 20463 ．28 類 24574 ，40金 （　 幣用） 19933 ，28
天＿，ム 1，855　 3．18 空 且，6882 、70小 22073 ．95 医

L
晶 1，7862 ，94

鬥 1080 　 1．85
一
機 匕ロ 且6812 、69 ア ル ミニ ウム 2L343 ，82 品 16382 、70

石
層
　 品 1051 　 L．80 「1

日
12922 、07 ア ル ミナ L8783 、37 凵．『類 15252 ．5［

はき もの 1047 　 監．80 ラ ス チ ッ ク 12622 ，02 ．．．毛 L4762 ．64 金 蔦
・

品 15192 ．50
ラス チ ッ ク 1026 　 1．76

’　　口
　 卩卩 12492 ，00　 ．品 13202 ，37 空 14612 ．40

イ ン ド シア D イン ド2

出 入 1

．
入

品 目 ，．　　　 　 比 品 目 L　． 構 成 比 品 団 比 品目 比

顯 48848100 ．00 総額 27337100 ．00 総 額 34794lOO 、00 41430100 ．00
類 31948　 8，08 B5673L ．34　 維品 5，245 【5，07

．
6，37815 ．39

匕天．、、ガ ス 3547 　 7．26 石 油．品 16566 ．09衣 435912 ．53 石 油　品 4383lO ．58
原 油 3β496 ．86 ．

機 化口 L4925 ．4ら イヤ モ ン ド 4β2712 ．44 凩 4、25310 ．27
衣類 2681 　 5，49 鉄鋼 14795 ．41機 械類 18795 ．40 イ ヤモ ン ド 32487 ．84

品 2，3584 ，83 原 1、0583 ．87鉄
．

L2643 ．53 （．　 用｝ 2，7716 ，69
ム 　 　

ゴ
22074 ，52 品 10373 ．79 、　 頬 12013 ，45 有機 匕自 1758424

属　 品 L6603 ．40
．
　 廴 9403 ．44 匕 【 0673 ．07 −

14233 ，43
，　 類 1，6153 ．31 、 86k3 ．上5 医，品 9472 ．72 ＿機化 口

ll952 ．B8
L3542 ．77 7522 ，79 』

　 か 9202 ，64 石 ’ 11912 ．87
石 火 13502 ．76 ラ ス チ ッ ク 7312 、67L go72 ．61 化子

・肥
」

8432 ．03
ア フ リ カ 3 パ キ ス タ ン 1

出 亅人 1出　　　　　　　　　　　　 1入

品 目 金 構月 比　　 　 　　品 目 金 構成比 品 目 構　比 　　 品 目 構 　比
1
　1 27340100 ．DO　＾ 27737100 、ODi 8498mO ．00　’ 93L3100 ．00

金 　．．幣用） 621422 、73 機械類 87753L ．64　 維品 430250 ．62 機械類 161317 ．32
118913 ．99 石　　 品 937io ．06

鉄 2 了96lo23 2182510 ，L8 維 品 一

イヤモ ン ド 23168 ．47 原油 26359 ．50 　 維品
一
　 糸 102512 ．06 パ ∵ ム 油 7277 ．81

石 ・ 且 6075 ．88 、　　ロ
　 ロロ 9D53 ．26 191622 ．55 匕 52D5 ．5呂

機 械類 旦 4935 ．46 目密 機械 7542 ，72 米 5736 ．74 原油 3934 ．22
　 冗　 　 口r．、1　　　　 口口 9623 ．52 維 品 7452 ．69 ス 小一ツ 用品 2573 ．02 小 3583 ．84

果 8833 ．23 プ ラス チ ッ ク 6742 ，43 ．類 1952 ，29 ． 3273 ，5
．．

7422 ．71 属
・

品 5792 、09 」驢 132 亅，55 ラ ス チ ッ ク 3LO3 、35
白、．

．
6342 ．32 医

L
品 5371 ．94 野

．・果
「

EO41 ．2Z 鉄 3093 ．32

〔注 ）1）1998 年 の デー
タ．

　 2）lg97 年の データ，

　 3）1995年の 「南ア フ リカ 関 税同 盟国j （SACU ）の データ．

　 　 （資料 ）表 2 に 同 じ．

ス タ ン 同 50．62％
匚6
）や 「衣類 」 （イ ン ド同 12．53％，パ

キ ス タ ン 同22．55％） で あ る．両国 とも こ う した 軽 工

業品以外の 輸出品 目として は，イ ン ドの 「機械類」 （同

5．40％） と 「鉄鋼 」
．
（同 3．63％）を除けば ，

「魚介類 j

（イ ン ド同 3．45％，パ キ ス タン 同 6．74％〉や 「米1 （イ

ン ド同2．61％，パ キ ス タ ン 同 6．74％）な ど の 農水産品

で あ り，こ の こ とは 両国が最 も豊富な労働 とい う経済

資源 （生 産 要素） を集 約 的 に 用 い る財 の 輸出に 特化 し

て い る と い う 「要素賦存説 」 が教え る通 り とな っ て い

る．

　貿易構造上 ，東南ア ジア 的な特徴 と南ア ジ ア 的な特

徴 を 併せ 持 っ タ イ の 場 合 ，「機械類」 （輸出構 成比

35．42 ％，輸入構成比 39．94％）の 輸出入 シ ェ ア は シ ン

ガ ポール ，マ レ
ー

シ ア に 比 べ て 低 く，代わ りに 「魚介

類 」 （輸出構成 比 7．23％），
「米 g （同 3．60％），「天 然 ゴ

ム 」 （同 3．18％）な ど の 農水産 品 ， そ して 「衣類 」 （同
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6．39％），「繊維品」 （同3．53％），「は きもの 1 （1．80％）

と い っ た労働集約的な軽 工 業品 が 混在 し て い る．こ の

こ とは ，同 国が 国土的に も人 口 的
「7
に も，労働集約財

の 生産 と輸出 に 加 え，農水産品 に も要素賦存 上の 比 較

優位を発揮する こ とが で ぎる とい う背景 が ある
ts，イ

ン ドネ シ ア の 最上位輸 出 品 目 も 「機械類 」 （同 8．OS °

／・）

であるが ，そ の 輸出 シ ェ アはわず か であ り，他 の 東南

ア ジア 諸国 に 比べ かな りの 入超 （輸入構成比 31．34％）

とな っ て い る．先述 した ように同国 の 貿易構造 は む し

ろ 「衣類」（輸出構成比 5．49％），「繊維品 」（同4．83％）

をは じ めとする南ア ジ ア 型 の 労働集約財と 「原油」（同

6，86％）
・「液化天然ガ ス 」 （同7．26％）など中東型 の

資源輸出 が混在 して い る もの とな っ て い る．

　オー
ス トラリア は ，「石炭」 （輸出構成比 11．09％），

「金」 （同 8．60％），「鉄鉱 石 」 （同 4．49％），「ア ル ミ ニ

ウム 」 （同 3．82％）な どの 鉱物資源 を中心に，資本集

約的な大規模農業 を基盤 と した f肉類」 （同 4．40％），

「小麦 」 （同 3．95％），「羊毛 j （同 2．64％），「酪農品 」

（同2．37％）をその 主な輸出品 目 と し て い る．「金 」（同

22．73°
／。），「鉄鋼 」 （同 10．23％）．「ダイヤモ ン ド」 （同

8．47％），「石 炭 」 （同 5．88 “

／。 ），「白金族」 （同 2．32％）

な ど鉱物資源 を 主 要 な輸出品 目に して い るとい う意味

で は 南 ア フ リカも同様 で あ る．「機械類i （同 5．46％），

「自動 車 」 （同 2．71％） な ど
一

部 工 業 品輸出もみ ら れ

る点が他 の ア フ リカ諸国との 大きな相違点 で は あ る が ，

そ の 中心は や は り鉱物資源系品 目で ある．こ の 意味で

オ
ー

ス トラ リア も南 ア フ リカも自国に賦存す る天 然資

源 を輸出して い る点 で 共 通 し て い る．た だ両者 の 違い

は ，
オー

ス トラ リア が資源系輸出晶 目に 加 え，豊富な

土地 と資本を集約的に用い る大規模 な農業生産に特化

し て い る の に対し て，南ア フ リカ で はそれ が 必ず し も

主要輸出品 目とい う形では見 られな い とい うこ とで あ

る．こ の よ うに 各国 の 輸出商品 特化 の 背景 に は，当該

国 の 要素賦存が 作用 して い る こ とがわか り，こ の こ と

は 現 在 の そ して 将来 の 環イ ン ド洋地域内分業 の 整合性

を考える うえで 重要で あ る．こ うした これ まで の分析

を トレ ース す る意味で ，次 に 10R−ARC 諸国 の 要素賦

存 につ い て み て み よ う．
’

　図 3 は，10R −ARC 諸国 の 要素賦存状態を把握 し よ

うと し たうの で あ る．横軸に は 労働者 100人 当りの 国

土面積，縦軸に は 労働者
一

人当た りの 総資本形成額 が

測 られ ，それぞれ世 界を 1 と し た場合 の 各 国 の 相対的

要素賦存状態が 対数メ モ リで 示 され て い る
L9．周

’
知 の

通 り，本来 ヘ ク シ ャ
ー＝オ リ

ー
ン 型 の 「要素賦存説 」

は，あ くま で 当該国 の 生産要素ス トッ ク状態を問題に

して い る の で あ っ て ，そ の 意味で は，図 3 縦軸 に お け

る総資本形成額は フ ロ
ー

指標 で あ り， 的確 な要素 ス ト

ッ クの 表現 とは い えない ．ただ，年 々 繰 り返 され る 資

本投資は経験的 に 資本 ス トッ ク の 大きさに 比 例す る の

で ，間接的に そ の 相対的な規模を表現 し て い る と．も言

える．こ うした若干 の 留保事情は あるもの の ，同図に

おける各国 の 相対的な要素賦存状態は，こ れまで の 輸

出商品構造の 特徴の 背景因 を検討す る上 で ，十分意義

の あるもの とい うこ とが で きる，

　図 中 の 各国 の 位置 とその 意味 は こ うで あ る．す な わ

ち，オ
ー

ス トラリア の よ うに図中右上方 に位置すれば

す る ほ ど，そ の 国は 土 地 と資本 が相対的に豊富で あ り，

またバ ン グラデ シ ュ やイ ン ドの よ うに 逆 に 左 下方 に 位

置すれ ばする ほ ど労働豊富，資本希少で あ る こ と を意

味 して い る．シ ン ガポ
ー

ル の ように ， 左上方 に位置す

る国 は ，土地 が 希少 で 資本 が相対的に豊富，マ ダガ ス

カ ル やモ ザ ン ビー
クの よ うに 右下方 に位置す る国は ，

土地 は 豊 富だが資本は相対 的に不足 して い る国 を意味

して い る．

　土地 と資本が相対的に豊富な国に と っ て の 比較優位

分野は近代的シ ス テ ム にお ける酪農や大規模農業 に あ

り，こ の こ とは 上述 して き た オー
ス トラ リア の 主要輸

出品 目の 実際 と矛盾 し な い ，また労働豊富 で，資本が

相対的に希少な国にとっ て は，労働集約的な軽 工 業品

や伝 統的 な農作物生産が有利 で あ り，イ ン ド，バ ン グ

、ラデシ ュ における輸出構造上 の 特徴 と
一

致す る．シ シ

ガポー
ル の ように 資本豊富で 土地が希少な国に とっ て

は
， なるた け資本集約的な工 業製品 に 特化す る こ とが

肝要で あ り，こ れも同国の 貿易実態に
一
致 して い る こ

とが本稿の こ れま で の 分析で 明らか で あ る ．こ うした

要素賦存の極端な地域の 中間 に位置するタイやマ レ
ー

シ ア ，そ して イ ン ドネ シ ア が要素賦存上，必 ず し も偏

っ た輸出商品だ け で な く，相対的によ り広 い 幅を持 っ

た 特 化 構 造 とな っ て い る の も こ う した 要素賦 存的 な 観

点か ら容易 に首肯できる とい える．
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（資料｝図2に 同じ。

図 3　 10R− ARC諸国 の 要素賦存 （2000年）

むすびにか え て

　以上，環イ ン ド洋諸国 の 貿易構造に っ い て ，い くつ

かの 指標を用 い な が ら検討 して きた．前回の 拙稿 を含

め た本研究課題 の 最終的な 目的は，現在か ら将来に わ

たる域 内分業 の 可能性に つ い て で あっ た．そ こ で 本稿

に お け る 以 上 の 分析 の 締 め く く り と して ，神 戸 大学高

橋基樹氏 が 作成 された環イ ン ド洋地域経済圏 の 形成 と、

各国 の 役割に関す る表 42°

を 参照 し なが ら以 下 ，検討

を加え本稿 の むすびにかえる．

　前節まで の 商品貿易構造な らび に そ の 背景に あ る要

素賦存状況に つ い て の 検討か らもわ か る よ うに各国 ，

各地域の 貿易構造は そ の 要素賦存に よ っ て 決定的に左

右され る．イ ン ド洋地域に 限 らず こ うした要素賦存状

況 を所与 とすれば，それ に 反す る よ うな産業立 地や貿

易政策の 効果は決して 円滑な もの と はな らな い ，ま た

要素賦存状況 の 似通 っ た国同 士 で の 自由化な どの 貿易

交渉が 往 々 に して 競合産業の 存在に よ っ て 捗 らない 場

合 も多い ．表 4 に おけ る 各国，各地域の イ ン ド洋地域

で の 役割 も現行 に おけるそ うし た人 口 や天 然資源を含

め た よ り広 い 意味で の 要素賦存の 現況 を前提 と した も

の で あ る．した が っ て ，教育な ど の 社会政策 を通 じて

労働者の熟練度を引き 上げた り，あるい は 外資や援助

を通 じ た資本や技術流入 が 長 期 的 に継続す る こ とに よ

っ て，将来に わ た り各国が その 比較優位構造や各産業

の 競争力を変化 させ る 余地があ る こ とを否定す る もの

で は な い ．

　 こ うし た 前提条件 に た っ て 表 4 の 内容 を説明 し，将

来期待 され るイ ン ド洋地域 の 分業イ メージ を あ え て 語

るならば、以下の ようになろ う．まず今後 とも継 続す

る こ と が 予測され る東南ア ジア，南ア ジア の 経済成長

は，人 口 稠密 な両地域 にお ける
一

人 当た り所得 を上昇

させ よ う，そ して そ の こ と は 中間 層 の 拡大 を 通 じて，

環イ ン ド洋における消費市場 として の 両地域 の プ レゼ

ン ス を
一

層高め る こ と に な る．そ の 際，想定 され る新

たな域 内分業 として は ， 生産 された消費財が自給 自足

的 に 消費され る だけで な く，マ レ ー
シ ア の 対途上国投

資に み られ る よ うに ， 東南ア ジア やオ
ー

ス トラ リア ，

ひ い て は南ア フ リカ か ら南ア ジ ア ，ア フ リカ地域 へ の

生産基盤の 移転に よ っ て，域内投資先地域の 工 業化や

産業 の 高度化 を促す こ と に な るに違い ない ．

　 こ の こ とはそれまで 一方的に先進地域 へ と流れ て い

た資源 ・エ ネル ギ
ー

の 域 内需要 へ の 転換 を
一

部意 味す

ると同時 に ， 新たな資源開発 の た め の 技術交流の 活発

化 も予想され る，そ の 意味 で オ
ー

ス トラ リア ，西 ア ジ

ア （中東〉の 資源供給地域 と して の 役割 は重要 で あ る．

資源供給国 と して は南ア フ リカ も存在 して い る が，同

国 の 役割 は む しろ 鉱業技術な ど資源関連技術 の 域 内 へ

の 供与 が 中心 と なろ う．

　東南 ア ジ ア の 消費拡大 を背景 と した 生 産 力 の 域内移

転 資源需要増大による新た な資源開発 ニ
ーズ の 高ま

り と関連技術交流の 活発化は，ち ょ うど1980年代後半

以降，くしくもわが 国の 海 外直接投資 を中心 として 東
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表 4　環イ ン ド地域経済圏形 成の 可能性 と構成地域 （国） の役割

地域経済の 特色 ・問題 点 イ ン ド洋地域で の 役割

オ
ー

ス トラ リア ・豊 か な鉱物 ・農業資源

・高賃金熟練労働力

・整備 されたイ ン フ ラ、高所得 だ が 狭隘な市場

・強 い 組織労働力

資源 ・食糧供給

東南 ア ジア ・良質 の 労働力 （た だ、賃金一ヒ昇中）

・資本 ・人 的 資本 の 蓄積途上

・イ ン フ ラ 整備 、拡大す る 消費市場

・労使問題軽微

製 品 供給

消費市場

ア ジア 太平洋地域の ゲ
ー

トウ ェ イ

南 ア ジア ・大量 の 低賃金未熟練労働

・良質 な高度熟練労働力

・潜在的な巨大消費市場

・
不十分なイ ン フ ラ整備、複雑な社会環境

製品供給

消費市場

西 ア ジア ・エ ネ ル ギ
ー

資源

・狭隘 な生産、消費市場

資金 ・エ ネル ギー
供給

ア フ リカ ・相対的 に 安価な未熟練労働 力 1 ）

・イ ン フ ラ の 未整備、厳 しい 自然 環 境

・経済社会不安定

イ ン ド洋 の 次世代 フ ロ ン テ ィ ア

南 ア フ リカ ・鉱物資源 と関連高度技術

・大量 の 未熟練失業

・整備 されたイ ン フ ラ

・
強 い 組織労働力

・人 間問題等複雑な社会環境の 残存

希少資源 の 供給

鉱業技術 の 供給

ア フ リカ市場 の ゲ
ー

トウ ェ イ

（太平洋）

（資料）高橋基樹氏 （神戸大学）作成資料 に 筆者加筆

〔注） 1） た だ し、国民所得に 比 べ 相対的に 高い 製造業賃金 は必 ず しもこ れ に あた らな い （参考文献（8）第 3 章お よび

　 　 　 　参 考文献（9）第 9 章 を参照 せ よ）。

ア ジア で起こ っ た雁行型経済発 展ダ イ ナ ミズ ム の 再演

と もい える．い ずれ に せ よ，こ う した 現行 の 要素賦存

やそれ に 基 づ く輸出構造を前提 に した将来 に おけ る環

イ ン ド洋地域域内分業や経済交流の 活発化 が 円 滑 に 進

む上 で 不 可 欠な フ ァ ク タ
ー

は ， 本稿冒頭に お い て して

きた よ うに オ ース トラ リア や南ア フ リカ ， そ して イ ン

ド とい う域内 ホ ス トカ ン トリ
ー

の 積極的姿勢と域外先

進地域の 協力如何 に 関 わ っ て い る と い え る．

付記 ：本稿 は平成 14年度科学研 究費補助金 の 基盤研 究

　　　（c ）（2）に よ る助成金 の も と で の 研究成果 で あ る ，
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環イ ン ド洋地域経 済圏 の 形成 とそ の 意 義に つ い て   　
一
域 内各国 の 貿易構造の 検討を 中心 に 一

参考文献

〔1｝ 拙稿 「環 イ ン ド洋地域経済圏 の 形成 とそ の 意義に

　つ い て 〔1）− IOR −ARC の 設立を中心に
一

」 名古屋文

　理大学 『紀要』第2号 ， 35 −47 頁

（2） 拙稿 「新生国家南ア フ リカ 対 ア ジア 経済関係 の 変

　容 とそ の 意味 」 （参考文献（9）第3章）

〔3｝ 高橋基樹 「ア ジ ア と南部ア フ リカ の経済協カ
ー

環

　イ ン ド洋経済圏 」 （財） 国 際開発 セ ン タ
ー

編 『南部

　ア フ リカ 地域 へ の 援助 の あ り方調査』 1997年，第6

　章

〔4〕 同 上 「環 イ ン ド洋経済圏 の 現状 と展望 ： ア フ リカ

　か ら オ
ー

ス トラ リア に 至 る広城経済協力の 可能性 」

　 『IDCJ　Forum 』（国際開発 セ ン ター） no ．15　1996

　年 3月　 24−37頁

〔5） 同上 「胎動す る環 イ ン ド洋経済圏」『週刊東洋経済』，

　 1996 年8月 10− 17日 号，88− 91頁

  　World　 Bank ，　 World　 Development 　 Indicators，

　 2002．

（7）林晃史 『南部 ア フ リカ 政治経済論』 日本貿易振興

　会 ア ジア経済研究所，研究双書497，1999年

  　平 野 克 己『図説 　ア フ リカ経済』東洋経済新報社，

　 2002年

  　平 野 克 己 編 『新 生国家南ア フ リカ の 衝撃』 日本貿

　 易振興会ア ジア経済研究所，1999 年

〔10） ITCIUNSD ，　Trade 　Analysis　System （PCITAS ），

　each 　year．

tro拙稿 「東南ア ジ ア の 経済発展 と消費財輸入 の 増大

　に つ い て j 名 古屋 文 理 大学 『紀要』，第 1 号，2001

　 年

U2） 拙稿 「東南ア ジ ア の 経済発 展 に お け る家計行動 の

　研究」 、名古屋 文理短期大学 『紀要』第25号，2000

　 年

〔1鋤 Wood ，　Adrian　and 　Jorg　Mayer ［1998］ハ」肋ヒョ 智

　 Export　Structure加 Comparative　P θrspective ，

　 IDS　and 　UNCTAD ．

〔ユ4｝ Wood ，　Adrian　and 　Jorg　Mayer ［2001亅
“ Africa

’
s

　 Export　Structure　in　Comparative　Perspective、
”

　 （rambn ［とigθ ノburna／of 　Economics ，　VoL25 ，　No．3，

　 pp ．369 −394、

注

匸　参考文献（1），
2
　 1ndian　 Ocean 　 Rim　 Association　 for　 Regional

　Cooperation の 略称．具体的な構成国につ い ては本

　稿 図 1 を，各国の 経済的な概要 に っ い て は 前稿 （参

　 考文献（1））を参照 の こ と．

3
前稿 で も指摘 したよ うに 工OR −ARC の 閣僚会 議で

　は ，，日本は エ ジ プ トとともに オ ブザーバ ーより・一段

　高 い ダ イ ア ロ グ ・パ ートナ ーと して の 資格 を与 えら

　 れ て い る，
4
　 こ れ らの 小洋以外 に ，ス コニズ 運 河 （ エ ジプ ト ），

　 バ ーブ エ ル マ ン デブ海峡（ジブテ ィ
ー
イ エ メ ン ），

　 ホ ル ム ズ 海峡 （・イラ ン
ーオ マ

ー
ン ），そ して マ ラ

　 ッ カ 海峡 （イ ン ドネシ ア ーマ レ
ー

シ ア ）とい う国

　際海運 上 き わ め て 重要な水路 が存在 して い る，

5　図 1 に表記 され て い る以外 の 国
・地域 と し て は ，

　 コ モ ロ ，モ ル デ ィ ブ，バ ー
レ
ー

ン ，イラ ク，カ ター

　 ル
，

エ リ トリア ，イ ス ラエ ル ，ヨ ル ダ ン ，ス
ー

ダ ン
，

　 ジ ブ チ，エ チ オ ピ ア，ソ マ リア，そ して 英領 イ ン ド

　 洋地域が あ る．
6
　パ キ ス タ ン，仏領 レ ユ ニ オ ン な ど加盟表明国 の 加

　 盟問題 に つ い て は 前 回 の 拙稿を 参 照 し て もら い た

　 い （参考文献（1））．
7
　 「商品貿易1 （merchandise 　trade） とは，商品 と

　 して の財貿易の こ とで あ り，
い わゆる 「サ

ービ ス 貿

　 易 」 （trade　in　commercial 　services ） は含まな い，

8　 こ の World　Bank に よる こ の 輸出商品分類は 「標

　 準国際貿易分類 」 （SITC ）に よる商品分類 を商 品グ

　 ル
ープ 別 に 分類 しなお した もの で ある．表 1中の 「食

　 料ユ は SITCl 桁 の 大分類 0 （食料品 ・生きた動 物），

　 1 （飲料
・タ バ コ ），4 （動植物性油脂）そ して SITC2

　桁，中分類 22 （採 油用に適する種お よ び果実）から

　 な る，以下同様 に，「農業 原 材料 」 が中分類 22，27

　　（粗肥料お よび粗鉱 物）お よび 28 （金属鉱お よび金

　属 くず）を除く大分類2 （食料に適 しな い 原材 料）

　 か ら な り，「燃料」が大分類 3 （鉱物性燃料 ・潤滑油）

　 に 該 当す る ，「鉱石 ・金属」 は 中分類 27，28，そ し

　 て 68 （非鉄金属）か らな り，
上 記以外 の 大分類 5 （化

　 学工 業製品），6 （原料別製品），7 （機械類 ・輸送〉，

　 8 （雑製 品） が 「製品」 に ま と め られ て い る．なお

　 非貨幣用金な ど SITC　9 に属する取引を含め ，未分

　 類 取引 が あ る た め ，構成比 の 合計は必ず し も100％

　 に は な らな い ．
9
　 こ の 「対世界 比 」 を SITC3桁以 上 の レ ベ ル ま で分
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　 類水準を引き上げた もの が 「顕示 比較優位度」（RCA ：

　 Reveated　Comparative　Advantage） で ある．こ れ

　 は 貿易 に お け る 特 化 の 程度 を 表 す た め の 指 標 で あ

　 る．一
般的 に は，A 商品 の 世界貿易に占め る割合を

　 Aw ，同 じ く i国 の 輸出に占め る割合を Ai とす る

　 と Ai ／ Aw で 計算され，値 はO以上め値 を とる．後

　 に 本稿で 見 る 「特化係数」 とは違い ，こ ち ら を 「特

　化係数」 と呼ぶ場合 もあ る．確か に 表 1に お け る商

　 品 グル
ープ 分類 に は数多く の 商品 が 含まれ て い る

　 の で，これが当該国の 特化状態 （比較優位）そ の も

　 の を示す とは言 い がた い が ，一
次接近 と して 当該国

　輸出構造の 世界貿易 に お け る意味付けを知る うえ

　 で は，後 に 示す 「特化係数 」 同様，大変便利な指標

　 で あ る と もい え る．
LD

こ うした 「再輸出」 を反映して ，1999年 に おけ る

　 両 国 の 輸出依存度は，シ ン ガ ポー
ル が 135．0 °

／， ，マ

　 レ
ー

シ ア が 106．8％とな っ て い る．
ll

本文 で は 取り上げて い ない が，図 中の 「そ の 他 の

　製造業品」 に は，未分類製品 の ほ か 木材お よび 同製

　 品，製紙 石油お よ び 同製品，卑金属および鉱物製

　 品が含まれ る．
1z

こ うした
一

次産品輸出問題 の
一

つ が ，一
次産品価

　格 の 低迷 で あ る，1990 年代 「石 油」 以外の
一

次産品

　国際価格 は軒並 み 低下 して い る．
13
　「特化係数」 （coefficient 　Qf　specialization ）とは，

　先 に 示 した RCA （注9を参照）同様，貿易に お ける

　特化 の 程度を表す た めの 指標 で あ る．ただ こ の 場 合．

　当該商品 の 当該国に お ける輸出入額 の 差額 を当該

　商品輸出入額 で 除 した値 と して 示 され る．したが っ

　て ，値は 一1．00か らLOO の 範囲を とり，1．00、に近づ

　けば近づ くほ ど輸出に特化 （輸出商品）し て い るこ

　 とを示 す．逆に 0を 下回 る負 の 値 を とる 場合 に は 基

　本 的 に 当該 商品が輸入 品 目で ある こ とあ らわ して

　 い る．た だ こ の 係数は ， 各国の 貿易特化状況を当該

　商品貿易の輸出額，輸入額の 相対的規模 で 表 して い

　る に過ぎない の で ，当該国 の 輸出産 品 の 検討 に は貿

　易量 の把握が 不可欠 で ある，
L41998

年 の シ ン ガポ
ー

ル 入 口 390万 人 に 対 し て，マ

　 レーシ ア の 人 口 は2，271万人 ．また マ レ
ー

シ ア の 国

　土面 積 は 33万 平方 キ ロ メ ー トル で シ ン ガポー
ル

　 （600平方キ ロ メ
ー

トル ） の 550倍．
「5

サ ウジ ア ラ ビ ア （人 ロ 1990万人）に 比 べ ，オ マ
ー

　ン （246万 人），ク ウェ
ー

ト （211 万 人）の 人 口 は お

　 よ そ9分 の 1 で あ る，

1“
　 「綿織 物 」 （輸出構 成比 13．99％），「綿 糸 」 （同

　 12．06％）を含む．
）Tl999

年 に お け る タ イ の 人 口 は お よ そ 6、181 万 人 ，

　国土 面 積も51万 平方 キ ロ メ
ー

トル
：とマ レ

ー
シ ア の

　約 1．5倍 で ある．
L8

ただ こ う したタイ に お け る軽工 業品 産業の 残存に

　は ，同国の 経済発展 の 歴史的なプ ロ セ ス が反 映 され

　て い る．東南ア ジア諸国 の 経済発展 な らび に そ の 経

　済構 造上 の 特徴 に つ い て は 参考文 献ω圃を 参照 せ

　 よ．
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同図は Wood ，　and 　Mayer （参考文献  回）の ア フ リ

　カ要素賦存分析に触発 されたもの で あ る．彼 ら自身

　の 分析で は ，縦軸に 熟練度示す就学率が とられ て い

　る．
z°

同氏 の ご厚情に よ り筆者が 加筆させ て い た だ い た

　部分を含 ん で い る，
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